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前週例会報告 

Ｒ Ｉテーマ   奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 

★ 会長の時間 

2021～2022 年度 RI 会長 シェカール・メータ 

ほ 

                 

            

★ 在籍祝 ★ 卓話 井上会員 



 

 

 

 

みなさんこんにちは。先日の観桜例会出席された方、ご苦労様でした。久しぶりの移動例会でした。

親睦委員長畑山さん、明石海峡大橋を間近かで見える絶景での場所を設定していただきありがとうご

ざいました。楽しく親睦ができたと思います。 

さて 4月に入り、夏日となってきました。もうそろそろタンスの中も衣替えしていかないといけな

いくらい暖かくなってきました。熱中症の話もそろそろ出始めそうです。私はまだ衣替えができてい

ないのでそろそろ始めようかと思っております。 

4月は入学式や始業式、新入社員の入社式などがある時期ですが、みなさんの会社では新入社員を

取られた方もたくさんおられるか思います。私の会社でも 4月に 1名 22歳が入社しました。昨年の

この時期から求人募集に力を入れ、インディードに募集を試みてきましたが、若い社員がこの 1年で

2名増えました。しかし、この 1年で感じたことは、建設業界は若い人たちにはあまり魅力がなくな

ってきているのかなと感じております。ハローワークや職業訓練センターにも同じように求人募集を

かけていましたが、結局この一年、成果がありませんでした。2名入ってくれたのは奇跡のように感

じております。 

みなさんの会社ではどんどん若手社員が増えていってますか？技能伝承などうまく伝承できてい

るでしょうか。私の会社では年齢の合計を社員数で割ると平均年齢が 50歳です。下は 22歳から上は

74歳で幅は広いですが、50歳前後の社員が一番多いです。大企業であれば 55歳で役職が解かれ、62

歳で定年を迎えますが、私の会社では 70 歳を過ぎても仕事を頑張ると言われれば雇用を継続してい

ます。しかし今後のことを考えますと、もっと若い社員を増やして技能伝承していかなくてはいけな

いなと危機感を持っております。もし新入社員をコンスタントにとっている方がおられましたらコツ

をお聞かせ願いたいと思います。以上で会長の時間を終わります。 

 

  

  

 

① Boxにハイライトよねやま Vol.265を入れております。 

② 吉岡ガバナー、阪上ガバナーエレクトより好﨑会員に 2022-23年度戦略計画委員会委員、榊会員

に 2022-23年度ロータリー財団委員会ポリオプラス小委員会委員の委嘱状が届いております。 

③ 次週 4 月 27 日(水)、次々週 5 月 4 日(水)の例会は、休会〔定款第 7 条第 1節(ｄ)〕となってお

ります。お間違いのないようお願いいたします。 

 

 

 

          

Ⅰ協議事項 

１）５月プログラムの件                   網本 徹也例会担当小委員長 

  ５月 ４日（水）：  休会〔定款第 7条第 1節(ｄ)〕 

  ５月１１日（水）：  卓話 「未定」  次期ピアノ先生例会参加（食事代は特別会計から） 

  ５月１８日（水）：  卓話 「未定」  ※1日地区青少年奉仕委員会に依頼済み 

  ５月２５日（水）： 卓話 「未定」      松尾ガバナー補佐訪問予定 

   承認  ５月２１日平成ロータリー姉妹クラブ合同例会参加予定（ホスト：熊本平成ＲＣ）   

２）最終例会の件 

  ザ グランリゾートエレガンテ淡路島にて開催予定 

6月 18日(土)17：30～次回の例会で案内状を配布します（山本幹事） 

３）ウクライナへの人道的支援の件 

  ニコニコ会計より 2万円を寄付する 

４）第 42回 RILAセミナー参加の件 

  承認 

５）グローバル補助金(人道的プロジェクト)：「タイ国チェンライにおける学校への飲料水の提供、 

※ 例会欠席の時は必ず事前に事務局へ連絡！ 

※  

本日の幹事報告 

４月度理事・役員会報告 

会 長 の 時 間 会 長  榊    誠 

  



衛生設備の改善及び公衆衛生教育」(尼崎西ＲＣ提唱)へのご協力のお願いの件 

   承認 

Ⅱ報告事項 

① ４月度ロータリーレート    １＄＝１２２円（現行１１６円） 

② ３月度累計欠席連絡状況 電話：２ メール：７ fax：０ 出欠表：０ なし：１ 

 

 

SONG  TODAY 

それでこそロータリー 
 

作詞･作曲     矢野 一郎（東京ＲＣ）  

                 ピアノ伴奏・編曲  野田 精一（東京ＲＣ）  

 

どこで会っても  やあと言おうよ 

見つけた時にゃ  おいと呼ぼうよ 

遠い時には  手を振り合おうよ 

それでこそ  ローローロータリー 

 

 

 

 

夢をつなぐ  

ジェニファー・ジョーンズ会長エレクトが描く、多様で活気あふれる未来のロータリー  

果たしがいのある責任を会員が担えるように 

※先週の続き 

話に引き込まれます。会長になったら第 1章の冒頭はどう書き始めますか？ 

 一言、「イマジン」です。 

それが会長テーマですよね？ 

「イマジン ロータリー」です。 

 

どうやって会長テーマを考えついたのですか？ 

「イマジン」というのは私にとって、夢や夢を追い求める義務を意味

しています。会員の皆さんは成し遂げたいことを考えて、ロータリーを

通してその夢をかなえてほしいのです。目の前には多くの機会が広がっ

ていますが、持続して大きな成果を出す行動となるように、皆さんのエ

ネルギーを向ける必要があります。会員が「アイデアがあります」と言

うことが最も影響します。そのアイデアを他の人たちと共有し、詳しく

知り、それをどうするかを探索するのです。「イマジン」は人々に力を与

えてくれる言葉です。この世界をより良くするために何かしたいと思わ

せてくれる言葉です。そして、世界を良くすることが皆さんにはできる。

ロータリーファミリーの一員ですから。 

現代におけるリーダーシップとは？ジョーンズさんのアプローチ

は？ 

ここ 2年間は、私たちにとって重要なこと、負担になっていてやめて

クラブ会報・雑誌 

記録小委員会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



もいいことを、じっくりと考える期間となりました。これからは取り組み方が少し変わり、今まで以

上に確実性を持つことが期待できるでしょう。このことが一番おそらく大切なことですが。自分の時

間をどう使うか、誰と過ごすかといったことに対し、どうしたら私たちは自分の気持ちに正直にいら

れるでしょうか。そして、どうしたら、私たちは友人や隣人としてだけではなく、人類としてお互い

をよりよくサポートするために活動できるのでしょうか。 

私たちはほかの人との経験の違いを学び、そしてそのありがたみを学びました。しかし、ロータリ

ーとしてそういったことは、昔から得意としていたことなのです。今こそ、私たちが活躍する時です。 

会長として活動する際の強みと弱みを教えてください。 

人と人の懸け橋となることは、私の得意とするところです。人と人をつなげ、人とストーリーをつ

なげることが好きなのです。この能力をどうやったら生かせるだろう、とワクワクしますね。また、

コミュニケーションや、変化を加えることにもうまい方だと思います。一番大事なのは、会員一人一

人にロータリーの一員であるとはどういうことなのかを理解してもらうことです。伝える方法はいろ

いろとありますが、Eメールを送るだけでは駄目です。ロータリーからの知らせを人々が心待ちにす

るような理由を生み出さないと。 

始めたいことの一つに、RI理事会の会合直後の中継があります。ロータリーが何をしているのか、

何が起こったのかを伝えたいのです。つまり、エバンストンの 18 階からの速報です。あなたにとっ

て次のような影響があります、と。そういうストーリーを発信できるのではないでしょうか。新しい

ツールを使って現場で自らジョーンズ会長をプロデュースしたいですね。自分が見たこと、聞いたこ

とを発信したいのです。 

弱みですか？ バランス感覚ですね。自分を大事にすること。バランスの取れた食事を取って、運

動をして、家族や友人と一緒に時を過ごすこと。そういったことをおろそかにしてしまう傾向があり

ます。これは新型コロナの話につながります。新型コロナによって私たちは活動を一時停止せざるを

得ませんでした。自分が取り組んでいることに 1000％の力を注ぎ込むこともありますが、それが正

しい方法ではないかもしれません。自分のことをもっと大事にできれば、私たちはもっと強くなれま

す。 このパンデミックで身に染みて学んだはずです。少なくとも私はそうです。 

これまでの人生で誇りに思っているのは、決して諦めなかったことです。でも、一度にいろいろな

ことを同時にしないといけない立場になって、これからは、どれかは諦めてもいいと自分に言い聞か

せています。  

コミュニケーションツールは今や Eメールやテキストメッセージ、Facebook、Twitterなど、いろ

いろとあります。私もスマホを 2台持ち歩いていますよ。おかしいですよね。そこで、距離を置いて

いい、電話に縛られなくてもいい、と思うようにしたんです。知らんぷりはしないけれども、気は付

けていて、意識を集中したい瞬間はそうする。文字通り 24 時間、不眠不休でコミュニケーションを

取りっ放しになりかねないので。それは誰にとってもいいことではありません。 

ハグ好きとして有名ですが、コロナ禍で、新しいハグは見つかりましたか？ 

難しいですね。今後、肘タッチは確実に定着するでしょうね。グータッチをする人もたまにいるか

もしれない。ハグはきっと、しばらくお預けですね。 

この記事は『Rotary』誌 2022年 3月号（および『ロータリーの友』誌 2022年 3月号）に掲載され

たものです。 

https://my.rotary.org/en/news-media/magazines/rotary

